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2 山本史「個展 星砂のはなし」，2015年 3月，The 14thmoon LIMITED, Gallery MANIFESTO, 大阪市。
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High i u / ũː
Mid e / ẽː
Low a / ãː o / õː
表 2　竹富方言の子音
Bilabial Alveolar Post alveolar Palatal Velar Glottal
Plosive p b t d k g
Aﬀricate ts tɕ









































研究が竹富方言の [ə]の存在を指摘している（e.g., ローレンス 1999，西岡・小川 2011: 4–5）。例
えば（1）のような例がミニマルペアとして報告されており（西岡・小川 2011: 4），第 1著者の
調査でも実際にこのように発音している話者がいることを確認した。
（1）  a. pai “鍬”  b. pəi “灰”
しかし，ローレンス（1999）は詳しい分析を行い，文献によって，また話者によって [ə]を含む
語には違いがあることを指摘し，「[a]は特定の環境（母音の直後）において /ə/の異音として現






















































（2）  ふし=ぬ いんの=ぬ はなし ← てーどぅんむに
   星=の  砂=の   話   ← 直訳
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表 3　てーどぅんむにの表記法
a i u e o a i u e o
あ い う え お
a i u e o
k か き く け こ g が ぎ ぐ げ ご
ka ki ku ke ko ga gi gu ge go
s さ す せ そ z ざ ず ぜ ぞ
sa su se so za zu ze zo
ɕ しゃ し しゅ しぇ しょ ʑ じゃ じ じゅ じぇ じょ
sha/sya shi/syi shu/syu she/sye sho/syo ja/zya ji/zyi ju/zyu je/zye jo/zyo
t た てぃ とぅ て と d だ でぃ どぅ で ど
ta ti tu te to da di du de do
ts つぁ つ つぉ
tsa tsu tso
tɕ ちゃ ち ちゅ ちぇ ちょ
cha chi chu che cho
n な に ぬ ね の
na ni3 nu ne no
h は ひ へ ほ
ha hi4 he ho
ɸ ふぁ ふぃ ふ ふぇ ふぉ
hwa hwi hwu hwe hwo
p ぱ ぴ ぷ ぺ ぽ b ば び ぶ べ ぼ
pa pi pu pe po ba bi bu be bo
m ま み む め も
ma mi mu me mo
j や ゆ いぇ よ
ya yu ye yo
ɾ ら り る れ ろ
ra ri ru re ro
w, 
etc.


















（4）  ふし=ぬ ふぁー=ぬ ふに=や っす=ってぃ なり
   星=の  子ども=の 骨=は  フン=と   なって
   “（大蛇に食べられた）星の子どもの骨はフンとなって”　[19]
　（5）は，「んま」“午”のように，「ん」から始まっています。これは比較的簡単に発音できるでしょ
う。初めに口を閉じ，「ま」と言うときよりも，口を開けるのを 1拍遅くします。
（5）  んま=ぬ ふぁー=な ある ふし=や
   午=の  方向=に  ある 星=は
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表 4　てーどぅんむにの「てにをは」（助詞）
助詞 日本語訳 使い方とその日本語訳
ぬ の /が ふし=ぬ いんの
星=の  砂　[1]
ふぁー+ふし=ぬ=どぅ ひかりてぃん ゆー
子ども+星=が=ぞ   光っている  丁寧　[31]
ゆ を いんな=ぬ ふーむぬ=ゆ ひかいてぃ
海=の   大蛇=を   使って　[17]
い，に，な に ぱい=ぬ いんな=い うりてぃ
南=の  海=に   降りて　[8]
てぃん=ぬ だいみょーしん=に っしゃりた
天=の   大明神=に     お話をした　[6]
どぅー=ぬ すば=な  にがい
自分=の  そば=に  祈り　[23]
し で しま=ぬ かんぶなじ=ぬ うかぎ=し
島=の  神女=の    おかげ=で（星の子どもは天に昇ることができた）　[28]
てぃ と いちか うい+てぃん かいし ぴーるん=てぃ かんがい
いつか 上+天    返して あげる=と   考えて　[24] [25]
はら から かいし ぴーるん=てぃ かんがい おーったる   くとぅ=はら
返して あげる=と   考えて  いらっしゃった こと=から
（香炉の星砂を入れ替える習慣が残った）　[24] [25]
や は ふし=ぬ ふぁー=ぬ ふに=や っす=ってぃ なり
星=の  子ども=の 骨=は  フン=と   なって　[19]
ん も のーしてぃ=ん ゆるさるぬ=ってぃ
何として=も  許されない=と　[16]
どぅ ぞ（が） ふぁー+ふし=ぬ=どぅ ひかりてぃん ゆー





（8）  ふし=ぬ いんの=ぬ はなし
   星=の  砂=の   話
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（9）  ほーらさ ある ふぁー+ふし=ぬ=どぅ ひかりてぃん ゆー
   たくさん ある 子ども+星=が=ぞ   光っている  丁寧





（10）  いんな=ぬ ふー+むぬ=ゆ  ひかいてぃ
   海=の   大きい+もの=を 使って




（11）  ふし=ぬ ふぁー=ゆ とーってぃ かみ+くらすた
   星=の  子ども=を 全部    かみ+殺した








（12）  かいさる ひるさる ぱい=ぬ いんな=い うりってぃ
   美しい  広い   南=の  海=に   降りて
   “美しい広い南の海に降りて”　[8]
（13）  てぃん=ぬ だいみょーしん=に っしゃりた
   天=の   大明神=に     お話をした
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（14）  どぅー=ぬ すば=な にがい
   自分=の  そば=に 祈り






（15）  に=ぬ ふぁー=な ある ふし=や いーじゃ=ってぃ いじ
   子=の 方向=に  ある 星=は  お父さん=と   言って








（16）  しま=ぬ かんぶなじ=ぬ うかぎ=し
   島=の  神女=の    おかげ=で





（17）  いちか うい+てぃん かいし ぴーるん=てぃ かんがい おーったる    くとぅ=はら
   いつか 上+天    返して あげる=と   考えて  いらっしゃった  こと=から
   “（御嶽の神女が）いつか天に返してあげようと考えていらっしゃったことから”　[24][25]
　同じように，（18）では“言う”のなかみである「いーじゃ」“お父さん”に「てぃ」がくっつ
いています。
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（18）  に=ぬ ふぁー=な ある ふし=や いーじゃ=ってぃ いじ
   子=の 方向=に  ある 星=は  お父さん=と   言って





（19）  かいし ぴーるん=てぃ かんがい おーったる   くとぅ=はら
   返して あげる=と   考えて  いらっしゃった こと=から








（20）  あんまー+ふし=や いじ おーる とぅーる
   お母さん+星=は  言い なさる とおり
   “お母さん星は（大明神が）おっしゃったとおりに（竹富島に降りてお産をしたが）”　[10]
　（21）でも同じように，星の子どもが以前に登場していて，“それから星の子ども（の骨）はど
うなったか？”が説明されています。
（21）  ふし=ぬ ふぁー=ぬ ふに=や っす=ってぃ なり
   星=の  子ども=の 骨=は  フン=と   なって
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（22）  のーしてぃ=ん ゆるさるぬ=ってぃ
   何として=も  許されない=と







（23）  ほーらさ ある ふぁー+ふし=ぬ=どぅ ひかりてぃん ゆー
   たくさん ある 子ども+星=が=ぞ   光っている  丁寧















（25）  ふし=ぬ いんの=ぬ はなし=ゆ っしゃる ならー
   星=の  砂=の   話=を   する   丁寧
   “星砂の話をします”　[2]
　日本語と似ていて，文を終わる非過去の形は「う」の母音で終わります。（25）の「っしゃる」




（26）  いんな=ゆ あっがりる ななりゅーぐーしん=や
   海=を   あずかる  七竜宮神=は
   “海をあずかる七竜宮神は”　[13]
5.4.2 否定の形
　非過去の形を否定するには，（27）のように「ぬ」を使います。
（27）  のーしてぃ=ん ゆるさるぬ=ってぃ
   何として=も  許されない=と





（28）  うさん=ゆ しる よーい とぅっきった
   お産=を  する よう  命じた
   “お産をするよう命じた”　[9]
（29）  ふし=ぬ ふぁー=ゆ とーってぃ かみ+くらすた
   星=の  子ども=を 全部    かみ+殺した






（30）  ふし=ぬ ふぁー=ぬ ふに=や っす=ってぃ なり
   星=の  子ども=の 骨=は  フン=と   なって
   “（大蛇に食べられた）星の子どもの骨はフンとなって”　[19]
（31）でも同じように，「いじ iji」“言い（言って）”の部分が続けて言う形です。言い切りの形は 
「いず izu」です。
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（31）  に=ぬ ふぁー=な ある ふし=や いーじゃ=ってぃ いじ
   子=の 方向=に  ある 星=は  お父さん=と   言って






（32）  かいさる ひるさる ぱい=ぬ いんな=い うりってぃ
   美しい  広い   南=の  海=に   降りて
   “美しい広い南の海に降りて”　[8]
（33）  くぬ ふし=ぬ ふぁー=ぬ ふに=ゆ とぅみ+あちーてぃ
   この 星=の  子ども=の 骨=を  探し+集めて







（34）  かいさる ひるさる ぱい=ぬ いんな=い うりってぃ
   美しい  広い   南=の  海=に   降りて
   “美しい広い南の海に降りて”　[8]
（35）  ほーらさる ふぁー=ゆ なし+うとぅし おーとぬ
   多い    子ども=を 産み+落とし  いらっしゃったのだけど
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（36）  ふし=ぬ いんの=ぬ はなし=ゆ っしゃる ならー
   星=の  砂=の   話=を   する   丁寧
   “星砂の話をします”　[2]
　「ゆー」の働きはよくわかっていませんが，これも文を丁寧にしているのではないかと考えら
れます。（37）の文の終わりに「ゆー」がついていますね。
（37）  ほーらさ ある ふぁー+ふし=ぬ=どぅ ひかりてぃん ゆー
   たくさん ある 子ども+星=が=ぞ   光っている  丁寧
   “たくさんの星の子どもが光っています”　[31]
5.7 物語テキスト
[1]  ふし=ぬ いんの=ぬ はなし
   星=の  砂=の   話
   星砂の話
[2]  てーどぅん+しま=ぬ ふし=ぬ いんの=ぬ はなし=ゆ っしゃる ならー
   竹富+島=の     星=の  砂=の   話=を   する   丁寧
   竹富島の星砂の話をします。
[3]  に=ぬ ふぁー=な ある ふし=や いーじゃ=ってぃ いじ
   子=の 方向=に  ある 星=は  お父さん=と   言って
   子の方角にある星はお父さんと言って
[4]  んま=ぬ ふぁー=な ある ふし=や あんまー=ってぃ いじ
   午=の  方向=に  ある 星=は  お母さん=と   言って
   午の方角にある星はお母さんと言って
[5]  ある ひ あんまー=ぬ うさん=ゆ しったってぃぬ くとぅ=し
   ある 日 お母さん=が お産=を  したいとの   こと=で
   ある日，お母さんはお産をしたいということで
[6]  てぃん=ぬ だいみょーしん=に っしゃりた
   天=の   大明神=に     お話をした
   天の大明神にお話をした
[7]  だいみょーしん=や てーどぅん+しま=ぬ
   大明神=は     竹富+島=の
   大明神は竹富島の
[8]  かいさる ひるさる ぱい=ぬ いんな=い うりってぃ
   美しい  広い   南=の  海=に   降りて
   美しい広い南の海に降りて
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[9]  うさん=ゆ しる よーい とぅっきった
   お産=を  する よう  命じた
   お産をするよう命じた。
[10]  あんまー+ふし=や いじ おーる とぅーる
   お母さん+星=は  言い なさる とおり
   お母さん星は（大明神が）おっしゃったとおりに
[11]  てーどぅん+しま=ぬ ぱい=ぬ いんな=い うりてぃ
   竹富+島=の     南=の  海=に   降りて
   竹富島の南の海に降りて
[12]  ほーらさる ふぁー=ゆ なし+うとぅし おーとぬ
   多い    子ども=を 産み+落とし  いらっしゃったのだけど
   たくさんの子どもを産み落としていらっしゃったのだけど
[13]  いんな=ゆ あっがりる ななりゅーぐーしん=や
   海=を   あずかる  七竜宮神=は
   海をあずかる七竜宮神は
[14]  ばー あっがりる くぬ いんな=ゆ ぶね+ふし=や かってぃ=し
   私が あずかる  この 海=を   母+星=は   勝手=に
   自分があずかるこの海を，お母さん星が勝手に
[15]  さん=ぬ ばしゅ=ってぃ ひこったる くとぅ=や
   お産=の 場所=に    使った   こと=は
   お産の場所に使ったことは
[16]  のーしてぃ=ん ゆるさるぬ=ってぃ
   何として=も  許されない=と
   何としても許されないと
[17]  いんな=ぬ ふー+むぬ=ゆ  ひかいてぃ
   海=の   大きい+もの=を 使って
   海の大蛇を使って
[18]  ふし=ぬ ふぁー=ゆ とーってぃ かみ+くらすた
   星=の  子ども=を 全部    かみ+殺した
   星の子どもをみんなかみ殺した。
[19]  ふーむぬ=ぬ ほったる ふし=ぬ ふぁー=ぬ ふに=や っす=ってぃ なり
   大蛇=が   食べた  星=の  子ども=の 骨=は  フン=と   なって
   大蛇が食べた星の子どもの骨は大蛇のフンとなって
[20]  ぱい=ぬ いんな=ぬ なぐい うちあぎらりたる ふし=ぬ いんの なり
   南=の  海=の   波に  打ち上げられた  星=の  砂に  なった
   南の海の波に打ち上げられた星の砂になった
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[21]  しま=ぬ あいみしゃし=ぬ かん=や
   島=の  東美崎=の    神=は
   島の東美崎の神は
[22]  くぬ ふし=ぬ ふぁー=ぬ ふに=ゆ とぅみ+あちーてぃ
   この 星=の  子ども=の 骨=を  探し+集めて
   この星の子どもの骨を探して集めて
[23]  どぅー=ぬ すば=な にがい
   自分=の  そば=に 祈り
   自分のそばで祈って
[24]  いちか うい+てぃん かいし ぴーるん=てぃ
   いつか 上+天    返して あげる=と
   いつか天に返してあげようと
[25]  かんがい おーったる   くとぅ=はら
   考えて  いらっしゃった こと=から
   考えていらっしゃったことから
[26]  おん=ぬ かんぶなじ=や こーろ=ぬ ぱい=ぬ ふし+いんの=ゆ
   御嶽=の 神女=は    香炉=の  灰=の  星+砂=を
   御嶽の神女は，香炉の灰の星砂を
[27]  とぅし+ぐとぅ いり かいる くくる=や ぬくし おーった
   年+ごと    入れ 替える 習慣=を  残し  なさった
   年ごとに入れ替える習慣を残された。
[28]  しま=ぬ かんぶなじ=ぬ うかぎ=し
   島=の  神女=の    おかげ=で
   島の神女のおかげで
[29]  ふし=ぬ ふぁー=や ういてぃん あがらり
   星=の  子ども=は 天に    昇れるので
   星の子どもは天に昇れるので
[30]  んま=ぬ ふぁー=ぬ ぶね+ふし=ぬ すば=な
   午=の  方向=の  母+星=の   そば=に
   午の方角にあるお母さん星のそばに
[31]  ほーらさ ある ふぁー+ふし=ぬ=どぅ ひかりてぃん ゆー
   たくさん ある 子ども+星=が=ぞ   光っている  丁寧
   たくさんの星の子どもが光っています。
5.8 おわりに
　この概要では，『星砂の話』をてーどぅんむにで，より詳しく部分の意味を理解しながら読め
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Making the Picture Book A Tale of Star Sand in Taketomi and Writing a 
Grammar Sketch for a General Audience
NAKAGAWA Natsukoa　　YAMADA Masahirob
aJSPS Research Fellow (PD), Chiba University / Project Collaborator, NINJAL 
bInstitutional Research Office, NINJAL
Abstract
We describe the procedure of making a picture book, A Tale of Star Sand, in Taketomi Dialect, 
which is spoken in Taketomi Island, Yaeyama, Okinawa, Japan, and of writing a grammar sketch 
for a general audience about this dialect. Taketomi Dialect (teedun+muni “Taketomi+speech”) 
belongs to the Ryukyuan languages, Yaeyaman, and is only spoken by elderly people over the 
age of 70. It is one of the endangered languages of Ryukyuan. We first give an overview of the 
“Port Language Revitalization Project,” to which this picture book project belongs, and explain 
why we linguists made a picture book (and other contents such as badges and stamps) with other 
professionals and local people. We then document the procedure of writing a grammar sketch for a 
general audience of the picture book in order for them to understand the book in Taketomi Dialect. 
The grammar sketch includes the writing system and pronunciation, case, topic, and focus particles, 
the paradigms of verbs and adjectives, and sentence final particles. We addressed ourselves not 
only with respect to clarity, but also regarding questions that non-linguists tend to come up with 
(e.g., which is “correct,” X or Y?). The grammar sketch avoided exhaustiveness, which academic 
grammar sketches tend to focus on, and aimed at explaining the expressions in the picture book, 
the advantages and disadvantages of which are to be discussed shortly. Finally, we include the 
grammar sketch and text in the picture book. We hope that our paper will help similar contents to 
be developed for other endangered languages in the future.
Key words:  endangered language, language revitalization, Ryukyuan languages, Yaeyaman, 
Taketomi dialect
